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設立 2013年3月
ちばコープ・さいたまコープ・コープとうきょうが組織合同。

事業 宅配、店舗事業中心。福祉、保障、サービス事業も展開。

事業所数 宅配：76、店舗：133(スーパーマーケット型70、ミニ型63)、
福祉33

職員数 正規：3,254人、パートアルバイト：10,527人
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月度 発生件数 内休業４日
以上の件数

比率 月度 発生件数 内休業４日
以上の件数

比率

１月度 ９ ２ ２２％ ７月度 １８ ９ ５０％

２月度 ２ １ ５０％ ８月度 ２６ ９ ３５％

３月度 ４ ３ ７５％ ９月度 １３ ６ ４６％

４月度 １５ ５ ３３％ １０月度 １４ ８ ５７％

５月度 １３ ８ ６２％ １１月度 １４ ６ ４３％

６月度 １０ ５ ５０％ １２月度 １１ ５ ４５％
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42, 28%

32, 22%

19, 13%

11, 7%

9, 6%

8, 5%

8, 5%

7, 5%

6, 4%

3, 2%

2, 1%
1, 1%

1, 1%

事故型まとめ

転倒

切れ・こすれ

無理な動作・動作の反動・腰痛

激突

飛来・落下

挟まれ・巻き込まれ

高温、低温物との接触

無理な動作・動作の反動・足

無理な動作・動作の反動・その他

激突され

無理な動作・動作の反動・腕の痛み

墜落・転落

その他

転倒、切創
で約５０％
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～店舗使用薬剤の安全データシートの学習～

①洗剤等薬剤での業務災害防止のため、全職員に

安全データシートを用いて教育。

②社内ポータルサイトでいつでも確認可能な

環境を整備。

③年1回の継続教育。
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～店舗使用薬剤の安全データシートの学習～
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～店舗使用薬剤の安全データシートの学習～
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～産業医職場巡視時の好事例共有～

①各事業所独自の取り組みを産業医の視点で判断。

2023年より実施予定。

②他事業所でも取り組めるよう横展開。

③随時社内ポータルサイトにアップ予定。
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～産業医職場巡視時の好事例共有～
地区 事業所 巡視日 好事例、他事業所に展開すべき事項 写真

埼玉 〇〇店 2022/11/9
HYは15-20枚、フィードバックは出来ている。
副長が分析をして全員で共有していた。素晴らし
い。

東京 ○○店 2022/11/9
委員会でパトロールしている。危険個所は写真を
撮り、共有していた。素晴らしい
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～労働安全衛生のしおり～

①異なる事業形態を持つため、労災の傾向も幅

広くなることを受け、事業毎に特化した労働

安全衛生のしおりを作成。

②初期教育や、定期教育、労働災害発生時のリス

クアセスメント等でも活用。

③作業動作毎に、実際の労災事例も合わせて掲載

し、注意喚起。常に確認できるようバックヤー

ドで保管。

11



～労働安全衛生のしおり～
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～労働安全衛生のしおり～

13



～生協内安全管理特別事業場の取り組み～

①年度内に休業4日以上の業務災害が3件、または休
業日数問わず業務災害が5件発生した事業所を安
全管理特別事業場指定。

②外部KYT研修参加や、専門家を招き、事業所内部
を詳細に現場確認、改善を行う。

③各店舗で「労働安全衛生年間計画書」を改めて作
成し、計画に沿って実施項目を実施し、経過と結
果を確認。
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～生協内安全管理特別事業場の取り組み～
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～生協内安全管理特別事業場の取り組み～

取り組み開始日

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

記入例 ヒヤリハットの取り組み ○ ○ ● ○ ● ●
毎月ヒヤリハットを５枚以上提出し改善

する。
７月度は、呼びかけが弱く達成できず。
改善は、結果を掲示して周知した。

△

2022年度労働安全衛
生の取り組み

①休業4日以上の労災ゼロ
②転倒による労災ゼロ

● ● ● ○ ●

〇〇▲▲店で起きた労働災害の発生事例を全体
で共有する。
「安全はすべてに最優先」を推進し業務災害の削
減をはかる。

労安委員会を通して資料に基づき労働災害の共
有化を図りました。7月度に労災が発生した場所
についてポスターを複数枚貼り注意喚起を行いま
した。安特指定期間に労災が発生したため、１か
月延長となり総合評価は△としました。

△

労働安全衛生管理 労働安全委員会開催 ● ● ● ● ●

毎月定期開催。他店舗の事例から自店でも共
有する。また提出されたヒヤリハットを委員
会内で優先順位を決定し、改善案を議論し改
善していく。

8月度は8/11（木）に行いました。
労働安全衛生委員会は通常のSM店舗計画と報
告に基づいて行いました。ＡＥＤ使用の話や、健康
診断2次検診についての話も行っています。

○

ヒヤリハットの記入と共有 ● ● ● ● ●
全職員でヒヤリハットを毎月各部門3枚を目標に
提出しBYへ掲示する事でひとりひとりが労働災害
へのリスクの意識を高める。

ヒヤリハットは8枚の提出がありました。労働安全
衛生委員会のメンバーで共有化したのち、２階更
衣室付近に貼りだし、委員会メンバー以外のパー
ト、アルバイトと共有化しています。

○

リスクの洗い出しと改善 ● ● ● ●

出されたヒヤリハットをから優先順位を決定し、作
業改善、導線の精査などを行い即時改善を目指
す。

労働安全衛生委員会でヒヤリハットを共有し危険
個所の洗い出しを行いました。
外のアスファルトの凹凸が、カゴ車等の車輪に
引っかかって危ないとの指摘があり、現在対応を
検討中です。

○

労働安全のしおりの教育実
施

● ● ● ●

各部門で労働安全のしおりの読み合わせを行う。
自部門内のリスクを共有し意識の向上を図る。
危険個所にはＰＯＰを作成し注意喚起をおこない
ます。

2022年度版の労働安全のしおりが届いた為、部
門配布と教育を行いました。
部門で1部管理し、常に掲示するよう意思統一を
図りました。

○

各チーフ、管理者の点検 ● ● ● ●

不安全行動やリスクに対して都度チーフ、管理者
の指導を徹底する。また朝礼、昼礼、夕礼で注意
喚起を行い、学生アルバイトまで徹底させる。
また事例を共有し具体的な危険個所、対策などの
指導を行います。

マイク朝礼などを利用し置かれている現状などに
ついて継続して放送をしています。またアルバイト
夕礼でも共有し注意喚起と指導を継続していま
す。

○

始業前体調管理 コープ職場体操の徹底 ● ● ● ● ●

就業時には店内放送にあわせて部門全員で実施
する。開店後の出勤についてはタイムカード前に
設置してあるCDをもとに各自体操を行う。

朝から出勤するパート等については部門全員で実
施しています。途中出勤者に関してもタイムカード
機２か所それぞれに設置してあるCDを利用して
行っています18時のアルバイト夕礼時にも全員で
行っています。

○

事業所名　　〇〇▲▲店　　　　　　　　労働安全衛生年間計画書　　　　　　　　　　　　　作成日　　2022/03/27　　　　　　　　作成者　店長

2022年　4月21日

年間（年度）スケジュール

重要事項 取組み項目 実　　施　　項　　目 実施の経過と結果

総合評価
（できた○、

一部できない△
出来ない×）

リスク管理

不安全行動・転倒防止

記入方法
実施できた場合は、月度欄の下に○で評価していく（●できた。○できない。）
毎月、この用紙を安全衛生委員会で審議し、進捗を確認する。

事業所の年間目標

「店内、BYの5S3定の取り組みを継続し、転倒による労災を0にしま
す。」
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